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エネルギーと廃棄物
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１　　　　　　はじめに

エネルギーといわれるもののうちで，電力，都市

ガス等は良質で便利なものであるが，これらは天

然の形で得られることはなく，水力，石炭，石油

等のいわゆる１次エネルギーを転換，加工し，発

電あるいは都市ガス製造を行なっている。

現在エネルギー資源として広く使用されているも

のとしては，石炭，石油，天然ガス等があり，こ

のほかにやがて大量に登場してくるであろう原子

力，また風力，潮力，地熱，太陽熱などが利用さ

れまた利用されようとしている。

ここでは，石油精製，電力，ガス事業等のいわゆ

るエネルギー産業の最近の動向をさぐり, 1次エ

ネルギーから２次エネルギーへの転換加工工程上

で発生する産業廃棄物の種類およびこれらの再利

用の方法等についてのべてみたい。

２　　　　　最近のエネルギー動向

わが国におけるエネルギー需要は，経済規模の急

速な拡大と産業の重化学工業化を反映して，その

のびはきわめて急激であり，とくに昭和30年代後

半期における所得倍増計画を軸とする経済の高度

成長政策により，必然的にエネルギー需要の増大

が招来された。この間に，いわゆるエネルギーの

流体化か行なわれ，明治維新以降わが国の近代産

業発展のためのエネルギーであった石炭は斜陽化

し，石油が主役として石炭にとって代ったのであ

る。

最近５ヶ年における１次エネルギーの供給は1.8

倍という飛躍的なのびを示した。＜表１＞

この間の１次エネルギー構成面をみると，石炭が

31.0％から23.6％へと74％減少したのに対して，

石油は51.8％から66.5％へと14.7％もののびを示



表1―1次エネルギー供給量推移 ＜1010Kcal換算＞

　し，エネルギーの流体化をよく示している。

　エネルギー需要の予測は経済成長の度合との相関

　で推定されるが，将来における経済の変動，エネ

ルギー消費効率の向上，エネルギー転換技術の革

　新，新しいエネルギー源の導入等により今後の工

　ネルギー構成はさらに変化する可能性がある。

　しかし，原子力発電が大量に進出してくる将来は

　別として，わが国における当面のエネルギー源の

　主役はやはり石油を中心として展開するであろう

　ことが推定される。

　総合エネルギー調査会需給部会が最近作成した資

　料によれば，昭和50年度及び60年度におけるわが

国のエネルギー需要は昭和43年度実績に対して，

　昭和50年度で約２倍，昭和60年度では約５倍に達

　すると予測されている。

　このようなエネルギー需要の増加分に対する１次

エネルギーの供給は，昭和50年度でみると約80％

が石油でまかなわれ, 1次エネルギー供給中に占

める石油の割合は実に73％に達するものと推定さ

れている。新しいエネルギー源として，原子力,｀

ＬＮＧがあるが，昭和50年度ではこれらは1つ次エ

ネルギー中3％をしめるにすぎない。

これらの１次エネルギーは転換，加工されて供給

されるが，最終エネルギー供給を形体別に見ると

石油製品が57％と過半数をしめ，ついで電力の31

％となっている。

このようなことからも，当面のわが国のエネルギ

ー供給は石油が中心となり，原油の蒸留による石

油製品およびこれらの一部の電力への転換加工に

よる供給エネルギー産業の中核をなすことがうか

がわれる。
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３

1次エネルギー中過半数量を占める石油製品は，

ナフサ，重油というような製品として輸入される

部分もあるが，大部分が原油で輸入され，製油所

の原油蒸留設備によりガソリン，ナフサ，灯油，

軽油，重油等の石油製品に分けられて供給されて

いる。石油製品別の供給量は表２に示すように，

重油が最も多く，全体め約57%をしめている。

石油製品のうちガソリンはほとんどが自動車また

は航空機用燃料として供給され，また灯,軽,重油

も製造業そのほかの産業部門の燃料として供給さ

れている。ナフサについては石油化学用，アンモ

ニア原料のような非エネルギー用として供給され

一部は都市ガス原料としても供給され，2次エネ

ルギーに転換加工されている。

石油製品のうちで最も供給量の多い重油を例にと

って，産業部門別需要を調べると表３に示すよう

に，鉱工業部門が最も多く，電力がこれについで

いる。

４　　　　　電気，ガス事業の燃料，原料需要
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先にのべたように，電力，都市ガス等は石炭，石

油のような１次エネルギーの供給をうけて，これ

らを転換加工して得られるものである。

最近の発電電力量のうち約70％は火力発電による

もので，これは石炭，重油の完全燃焼によって得

られる熱エネルギーを電気エネルギーに転換して

いる。電力用１次エネルギーとしては石炭，重油

の他に，水力，原子力があるが，昭和43年度でみ

る限りにおいては，水の位置エネルギーを利用す

る水力発電電力量は全発電量の約29%,原子力に

よるものは0.5％に満たない量である。

一方,都市ガス用の１次エネルギーとしては石炭，

原油，ナフサ，LPG，天然ガス等が使用される

が，火力発電がこれら１次エネルギーの完全燃焼

を行なっているのに対して，都市ガスの場合は熱

分解，又は酸素，水素，水蒸気というようなガス

化剤を使って１次エネルギーをより軽質な炭化水

素へ分解，改質しているわけで，１次エネルギー

から２次エネルギーへの転換方法に根本的な差が

ある。

表２―石油製品供給量推移 ＜単位:1000kl＞

表３一重油産業部門別需要＜昭和43年度＞

　　　　　　　　　　　　＜単位:10*3kl＞

石油製品の供給量推移



表４　　電力，ガス事業用ｔ次エネルギー供給量推移
５

法

エネルギー産業の廃棄物とその利用

わが国の経済成長は世界に類を見ない程の驚異的

な速度で進展してきたが，狭い国土のなかで，大

規模な工業化，産業技術の高度の革新および人口

と産業の極度の都市集中を背景としてなしとげら

れたものであり，反面には経済活動の巨大化，複

雑化にともなって排出される各種の公害因子は膨

大なものになっている。すなわち，近年工業生産

の増加，人口の都市集中，生活水準の高度化など

の要因によりいおう酸化物，すす，粉じん等に

よる大気汚染，排水による水質汚濁とともに，工

場，事業所，家庭から多量に排出される廃棄物，

とりわけ産業廃棄物が生産環境の汚染，悪化の原

因としてとりあげられている。

大阪府の調査によれば，廃棄物のうち95％が産業

廃棄物で占められているという。

産業廃棄物といっても多種類にわたり，その処理

処分の方法も異るが，いずれの廃棄物も安全に，

衛生的に，経済的に処理され，最終的に生活環境

を害しないように処分されることが必要である。

石油精製，電力，ガス事業等のエネルギー産業は

先にのべたように大量の石炭，原油，重油を取扱

っており，産業活動にともなって各種の廃棄物が

排出される。

廃棄物の種類は産業活動の内容によつて異るが，

発生源別にみるとエネルギー源の貯蔵。前処理の

段階で発生するものと，エネルギー転換加工段階

で発生するものとに分けられる。前者に属するも

のとして原油，重油スラッジがあり，後者には燃

焼残滓，タールスラッジ，回収ダスト等がある。

これら廃棄物の形状は燃焼残滓，回収ダストのよ

うに完全固形状で，比較的取扱いが容易なものも

あれば，タールスラッジのように粘度が高く，取

扱上非常に困難をきわめるものもある。

電力，都市ガスとも１次エネルギーとして石炭を

使用するが，発電の場合は石炭の完全燃焼による

発熱を利用し，都市ガスの場合は乾留により発生

するガスおよびコークスを主目的としている。こ

のように同じ１次エネルギーの転換，加工でも，

電力と都市ガスでは加工工程上の副生物が異る。

都市ガスの場合，ナフサ，LPGのような炭化水

素を原料とすれば，エネルギーの転換加工がそれ

だけ容易になる。

表４に電力，都市ガス用１次エネルギーの種類お

よび供給量推移を示す。

なお昭和44年秋から，わが国最初の試みとして東

京ガス，東京電力との共同購入によりアラスカか

らＬＮＧを輸入し，火力発電用燃料として72万t

/年，都市ガス原料として24万t/年使用している。

ＬＮＧは海水との熱交換により容易に気化し，い

おう化合物を全く含んでいないことから，近年い

おう酸化物による大気汚染が大きな社会問題とな

っているおりから大気汚染防止にきわめて効果的

なエネルギー源であると言える。
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原油スラッジあるいは重油スラッジは同一タンク

で長年月受入，払出しを続けている間にタンク底

部に蓄積される堆積物で，油分，泥水分，塩分，

鉄錆，ワックス類から成り，流動性，溶解度が悪

く，タンクの管理，操作上に支障をきたす場合も

ある。

このようなスラッジは堆積後の処理よりも堆積防

止策を構ずることが得策で，添加剤を使用してス

ラッジの堆積を防止するとか，タンクの油張込み

口にジェットノズルを取付け，攪拌して油と同伴

させてしまうとかの方法が構じられていう。

製油所にはこのようなスラッジ処理の設備が設け

られており，タンク清掃時に排出されるスラッジ

は流動層炉のような特殊な燃焼炉により焼却され

炭素粒と炭化水素重合物の混合物から成り，粘度

が高く取扱いにくい性状をしている。

このようなタールスラッジは地中埋設あるいはオ

ガ屑との混合による焼却というような方法もある

が，取扱いが困難なため人手をおおく要し，経済

的にも得策とはいいがたいので，クレオソート油

あるいはクール分を再混合して粘度を下げ，スラ

ッジ含有率を小さくして取扱いを容易にし，構造

を改良した重油バーナーにより燃料として使う方

法が研究されている。

6―　　　　おわりに

ている。

火力発電所で燃料として使用する石炭，重油中に

は不燃物である灰分が含まれており，燃焼後石炭

灰，重油灰として排出される。

微粉炭燃焼によって生ずる残滓はボイラー炉内，

集塵機等から回収されるが，これらは混合粉砕あ

るいは分級篩別して，コールサンド，グリーンア

ッシュ，フライアッシュと呼ばれ，路盤材料，特

殊肥料，セメント混和材等として広く利用されて

いる。

石炭の乾留，原油のガス化工程においては熱分解

の結果,原料の5～20wt％に相当する夕－ル分か

留出してくる。これらのダブルは化学工業用原料

あるいはボイラー燃料として使用される。タール

中のいおう分はコールタール中には約0.5％,石

油系夕－ルの楊合は原油の種類によって異るが，

ミナス原油の場合，留出クール中のいおう分は

0.3％ときわめて少ない。　留出タールの大部分は

このような形で利用されるが，先にのべた原，重

油スラッジの生成と同様に，タール貯槽，分離槽

の長年の使用により底部に生ずるタールスラッジ

は量的には少ないが，熱分解によって生じた固形
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エネルギー産業に限定して最近の動向，産業廃棄

物の種類，再利用の方法等についてのべたが，今

後ますます高度化し，集中化するであろう企業活

動や都市生活によって，一層おおくの廃棄物が各

種産業，家庭から排出されるであろう。このよう

な量的，質的に膨大な廃棄物によって都市機能，

生活環境，生産活動がおびやかされるのをふせぐ

ために，排出する個々の企業が英知を結集して処

理技術の開発を推進することはもとより，効率的

な処理処分を行なうために，より広域的な大規模

な処理体制，処理施設の実現が望まれる。
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